
いい川・いい川づくりワークショップinひょうご神戸に参加しました
～水のめぐみとともに生きる地域の力を、震災30年の地から発信する～

【問合せ先】
国土交通省 近畿地方整備局 河川部 河川環境課
〒540-8586 大阪市中央区大手前3-1-41
TEL：06-6942-0608

R7.11.4

－河川部河川環境課－

～公開討論会等における発表者やコメンテーターからのコメント～
・「いい川づくり」であり「人づくり」、「いい地域づくり」だと感じた（ｺﾒﾝﾃｰﾀｰ）。
・子どもたちの方が生き物のことに詳しく、自分たちも勉強することで活動を続けて
きた（発表者）。

・「人ではまとまれないが、川ではまとまれた」とう言葉がとても良かった（ｺﾒﾝﾃｰﾀｰ）。

日 時：令和7年10月25日(土)・26日(日)
場 所：デザイン・クリエイティブセンター神戸 KIITO
主 催：いい川・いい川づくり実行委員会（事務局：NPO法人 全国水環境交流会）
後 援：国土交通省、神戸市、明石市、兵庫県、兵庫県立人と自然の博物館、

神戸市立工業高等専門学校、ESD推進ネットひょうご神戸
内 容：活動発表会、テーブル選考会、公開討論会 等
参加者：全国の水辺で活動する市民団体・NPO法人・民間企業・学校・自治体等

発表団体：41団体、ｺﾒﾝﾃｰﾀｰ・選考員等：約56名
（本省河川環境課3名[ｺﾒﾝﾃｰﾀｰ・選考員]、本局河川部・河川環境課3名[選考員]）

○いい川・いい川づくりワークショップは、7月7日の「川の日」を記念した市民実行委員会主催の大会として1998年より始まり、『いい川とは何か』を問い
かけ、自由で柔らかにその答えを探っていくためのワークショップです。今回、6年ぶりに近畿管内での開催となりました 。

○ワークショップでは、全国の水辺で活動する様々な団体から工夫を凝らした活動発表が行われました。また、選考会や公開討論会を通じて「いい川・
いい川づくり」 についてみんなで考え、世代を超えて交流を深めました。

全体発表会

公開討論会
（二次選考）

近畿管内の河川協力団体も参加しました

グループ別テーブル選考会
（一次選考）

開会式

表彰式

『潟想い』から始まる『新潟ブランドの創造』
団体名：特定非営利活動法人 新潟水辺の会

しらみね大学村の白山手取川ジオパークでの活動報告
～大学生による水源地域振興の試み～

団体名：サテライトサークル しらみね大学村

流域をつなぎ人(住民・企業・行政)をつなぎ、
多様な生き物が棲む猪名川に!!

団体名：流域ネット猪名川

特別セッション

「阪神・淡路大震災から30年のまちと水辺を語り合う」
ゲスト：NPO法人神戸まちづくり研究所

近畿を始め全国の水辺で活動する団体のパネル展示
人や生き物に川を取り戻す川づくりの活動

団体名：ねや川水辺くらぶ

がさがさヤンキーの更生物語
～芥川の自然が、がさがさが、ヤンキーを救う～

団体名：芥川・ひとと魚にやさしい川づくりﾈｯﾄﾜｰｸ


